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研究主題 体験的な活動 を生か し,一 人一人の児童 ・生徒 が 自ら学ぶカ を育てる指 導の工夫

1研 究主題設 定の理由

1地 域の特性 と児童 ・生徒 の実 態

へ き地 と一 口に言 って も,都 市化 によ り地域が変容 し,生 活 に便利 な所 もあ り,逆 に豊 か

な自然 と環境 に恵 まれてはい るが,地 形 的に恵 まれず交通の不便な所 もある
。一般 に,へ き

地 に住む児童 ・生徒 も直接体験 が不十分 な実態が ある。

学力 向上の気運 はありなが らも,取 り組 む姿勢 は消極的 ・受動的な面が多 く,発 表力や表

現 力に欠ける とい う面があ る。 また,へ き地 の児童 ・生徒 は意外に豊 かな地域の 自然や歴史
,

文化遺 産にっいて知 らないことが 目立っ。その原 因 として考え られ ることは,保 護者 もその

地 に長 く住んでいる人が少 な くな り,そ れ らが子供たちに伝わ りに くくなってい ることが挙

げ られ る。

2体 験的な活動 を生 か し,意 欲 をも って学ぶ態度を育 てる。

1



児童 ・生徒の発達段階 にあわせ,体 験的な活動 を重視 した学習内容を工夫 ・改善 し,授 業

で学んだ ことを もとにFや ってみて,考 え る、 ことので きる手だてが必要であ る。その工 夫

として,学 校外での学習の場を移 し,人 とのかかわ りや社会 との接点を もち,児 童 ・生徒の

学習意欲を喚起す ることが大切で ある。

3自 ら学ぶ意欲 を育 て,課 題 を解決 して い く能力を育てる。

生涯を通 して,生 き方 を考 え,学 び続 ける力を身に付け るには,自 分で課題や問題点を探

り出 し,そ の解決のための方法 を身 に付 け,そ れを実践す る 「学 び方 」につ いての指導の工

夫が必要であ る。課題 を解決 した時の楽 しさや成就感を体得させ る ことは,次 の課題 に挑戦

す る力を生 む。また,人 とのかかわ り合 いの 中で は,自 分の思 うよ うにはいか ない こともあ

るこ とを知 り,失 敗 して もや り直す意欲 を養い,自 ら成長す る喜 びを体験す る ことも大切で

ある。

4地 域教材を活用 し,へ き地 ・小規模校 の特性 を生か した指導法の工夫をす る。

地域 の文化や歴史 を教材化 し活用す るには,地 域の 産業や諸事業 に活躍 してい る人の協力

を得た事業 を展 開す る ことが効果的であ る。 また,こ のよ うな時を と らえ少人数学級の特性

を生か して,児 童 ・生徒一人一人の感 じ方や考え方を引 き出す こと も重要であ る。

以上の ことか ら本部 会の主 題を設定 した。

豆 研究のね らい

本研究のね らい は児童 ・生徒の学習 に対 す る興味 ・関心 さ らには意欲を高め る工夫を し,

課題意識 を もって,課 題を解決 してい く態度 ・能 力を育て ることであ る。

皿 研 究の仮説

児童 ・生徒一入一人が 自 ら学ぶ力を育て るたあ,本 研究で は以下の仮説を設定 した。

<仮 説A>地 域素材 や身近 な教材を活用 し,体 験的な学 習活動を展開す ることによ り,児

童 ・生徒 の興味 ・関心 も増 し,自 ら進んで学 ぼ うとす る意欲が高 まるであ ろう。

<仮 説B>主 体 的に課題 に取 り組む学習活動を工夫 し,児 童 ・生徒が 自 ら課題を解決す る

ことによ り,成 就 感が得 られ,自 ら学ぶカが養われるで あろ う。

右 の 図 の 三 角形 の よ うに 「学 ん だ 力 」(知 識

・理 解 ・技 能)・r学 ぼ う とす る力 」(関 心 ・

意 欲 ・態 度)・ ギ学 ぶ カ 」(思 考 ・判 断 ・表 現)

が 相 互 に働 いて い る と考 え る。

関心 ・意 欲 な どの 情 意 面 〈仮 説 蓋〉 と知識 ・

理 解 ・技 能 ・思 考 力 ・判 断 力 な どの 認 知 面 く仮

説2>の 両 方 を育 て,評 価 して い くこ とが 大 切
「

であ る。

本部 会では この仮説 を授業の中で取 り組む こ

とはもとよ り,大 き く単元全体で と らえて検証

す ることに した。

警
思考・判断・表現
L_」

Lま うとするが

i関 心 ・意 欲

L_.」
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IV研 究の全体構 想

学校教育のねらい
①心豊かな人間の育成 ③基礎 ・基本の重視と個性を生かす教育の推進
②自己教育力の育成 ④文化と伝統の尊重と国際理解の推進

一 地域の特性
*伝統的文化の継承

一 保護者の願い

*豊 かな人間関係

一 児童生徒の実態 指導の実態

*素 直 ・純朴 ・穏和 きめ細かな児童 ・生徒理解
*豊 かな自然環境 *楽 しい学校生活 *異 学年間の密接な 糸 豊富な地域素材
*過 疎化,都 市化に *確 かな学力 *自 然に触れる機会'集 団的活動が比較的困難

よる地域の変容 *健康で安全な生活 なくなってきている*主 体的な活動を促す指導の
*交 通が不便 *人 間関係が親密である 必要性
*地 域と学校 との結

●

*与 えられた課題には,

びっきが強い まじめに聖り墨
_」

目指す児童 ・生徒像
① 自ら学ぶ意欲と進んで学習する態度を身に付けた児童 ・生徒

②地域の自然や文化に誇 りを もち,大 切にする児童 ・生徒

体験的な活動を生か し,一 人一人の児童
平成了年度研究主題

● 生徒が自ら学ぶ力を育てる指導の工夫

興味 ・関心 を高め,

研究のねらい
課題解決 していく態度 ・能力を育てる。

地域素材や身近な素材を活用 し,
研究の仮説A …体験的な学 一

研究の仮説B
主体的に課題に取 り組む学習活動を工夫 し, 児

習活動を展開することにより,児 童 ・生徒の興 童 ・生徒が自ら課題を解決することにより,成 就
味 ・関心 も増 し,自 ら進んで学ぼうとする意欲 一 感が得られ,自 ら学ぶ力が養われるであろう。
が高まるであろう。

検 証 事 例
① 中1社 会 ② 小6家 庭科 ③ 小2国 語 ④ 小4社 会 ⑤ 中3理 科

学区域での野外 買い物における ビデオ レターや 地域の開発につ 新島の砂浜の砂
調査を通 して,一 調査や実践を通し 語り部の話を活用 くした先人の学習 等を観察する体験
人一人の生徒が主 て,一 人一人 の児 す ることによ り, を通 して,一 人一 的な活動 を通 し
体的に課題に取り 童が自ら学ぶ力を 自らの課題に主体 人の児童が地域に て,地 域の自然に
組む指導の工夫 育てる指導の工夫 的に取り組む指導 目を向け,考 える 関心 を もち,臼 ら

の工夫 力を育てる指導の 学ぶ力を育てる指
工夫 導の工夫

民話
「地域を知ろう」 「くら しと 「か さこ じぞ う」 「郷土を開 く」 「火をふ く大地」

買い物」 (檜原村に伝わる
民話)

*授 業の分析と評価を通 した仮説の検証
*研 究のまとめと今後の課題
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V研 究の内容

く検証事例 ・その1>

1事 例名 学区域での野外調査を通 して,

一人一人の生徒が主体的 に課題 に取 り組む指導の工夫

中学校 第1学 年 社会

2単 元名 と目標

(1)単 元名 《地 理》 第2章 身近 な地域

小単元 「野 外調査の準備 とま とあ」

～小河内中学校の学 区域 を中心 とした身近なな地域～

(2)ね らい

ア 観察 ・調査の ね らい,手 順,ま とあ方を理解 させ,地 域 を調査す る方法を身 に付 けさせ

ると同時に,主 体 的に学習す る態度 を育て る。

イ 観察 ・調査 した内容 をま とめ させ,発 表で きるようにす る。

ウ 身近 な地域を新たな観点か ら見直 し,そ の理解 を深め させ るとともに,身 近 な地域 を愛

す る心 を育て,地 域社会の構成 員と しての 自覚を高める。

3単 元を通 した授業仮説

(1)仮 説A… 地 図に親 しみ,読 図能力 を高 めた上で身近な地 域を対 象に野外調査 を行 う。 この

野外調査では観察や聞 き取 り活動等体験的 な学習活動を重視 し,そ の結果 を発表 さ

せ る。

これ らの学習を通 して,生 徒 は身近 な地域 に対 して興味 ・関心 ・理解を深 あ,自

ら進んで学 ぼ うとす る意欲が高 まるであろ う。

(2)仮 説B… 身近 な地域 に対 して,学 習意欲 を高めた上で 自ら課題 を設定 して野外調査を行い,

自分の方法 で課題 解決を図る。

これ らの学 習を通 して,生 徒は課題解決 に迫 り,成 就感を得 ることによ り自 ら学

ぶ力が養われ るであ ろ う。

4地 域 の様子

豊 かな自然 と美 しい環境 に恵 まれ る地域であ る。本校 は標高550mの 山地の斜面に位置

し,平 地が少 な く地形的 には恵 まれて いない。 また交通 の便 はよ くない。

ダム建設 に伴 う学校移転 ・住宅移転 の歴史 を刻んだ地域 であ り,郷 土 資料館 には,水 没 し

た小河内地 域の山村生活 用具な ど国指 定の文化財が多 く展示 されてい る。 「花神楽 」 「車人

形 」 「獅子舞」な どの郷土芸能が盛 んであ り,そ の継承 に係わ って いる生 徒 もい る。

5生 徒 の実態

生 徒は純朴,素 直で あ り,保 護者の学校教育 に対す る期 待は大 き く非常 に協力的であ る。

交通が不便 な こともあ り,生 徒 は卒業後親元 を離れて暮 らす ことが多 い。 したが って保護者

の生徒 に対す る自主 ・自立 への期待 は大 きい。

生徒 は与え られた課題に対 して はま じめに取 り組むが,主 体的に物事に取 り組 む姿勢 は弱

く,発 表力 ・表現力 に欠け る面が見 られ る。

地域の 自然や歴史,ま た 自分の家の歴史 にっいて,意 外 と知 らな いことが多い ことか ら,
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学校行事 においては体験 的な学習 を重視 し,人 々との関わ り,自 然 との関わ り,地 域社会 と

の連携を深 めてい る。

6教 師の願い

(1)豊 かな 自然 との関わ りの中か ら多 くの ものを学習 させ たい。

(2)広 く地域社会 と関わ り,体 験的 な学習を経験 させ,社 会性を身 に付 けさせたい。

(3)一 人一人が発表で きる機会を重視 し,個 を生か した表現能力を向上 させたい。

(4)地 域 に残 る文化遺産 との関わ りや古老を含む地域 の人 々との聞 き取 り活動を重視 して,伝

統 的文化の継承 にっいて理解 を深 めさせ たい。

(5)自 ら課題 を設定 し,試 行錯誤 を経験 しつ つ,発 達段階 に応 じた成 果 ・結論 を得 る とい うプ

ロセスを通 して,自 主 的 ・自立 的な学習経験 を深あ させ たい。

〔6)長 期休業 日や土曜休業 日によ って増 え る生徒の 自由時間の過 ご し方にっいて は,家 庭や地

域の活動 に積極 的 に参加 させ,あ わせて地場産業の体験 などにより,郷 土の 自然 や芸能 を知

り,郷 土を愛す る心を育てたい。

7単 元学習指導計画 にお ける仮説 と評価

各 プ ロセ ス
[各 プ ロ セ ス に

単 元 指 導 計 画 評価のお もな観点
お け る 仮 説

1
No.1(1時 間)

地 域 調 査 に

● 目的にあ った地 図を探す。i
I

● 地 図 の き ま りを 調 べ る。

仮説A 関 心 ・意 欲

知 識 ・理 解

役立っ地図
■

→ 生徒 の既成知識 ・理解 の1

確認39味.恥 の喚起1
1

No.2(1時 間) ●地形図を もとに学校周辺 ・町の 仮説A 関心

地形図の 様子を調べ る。i 知 識 ・理 解

読み方 ●新 旧の地形図 を比較す る。

→ 興味 ・関心の喚起[

No.3(4時 間)

野 外 調 査 の

・ 課 題 設 定 ・班 編 成 ・調 査 方 法i仮 説A・ 仮説B

l→ 課題意識 を もたせ る

関心 ・意 欲

準備 と b野 外調 査の実施(課 外授業) 1仮 説A・ 仮 説B 関 心 ・意 欲

ま とめ → 課題 の追求 ・解決 思考力 ・判 断力

c調 査 の 報 告 ・調 査 の ま とめ 仮説B 学び方

→ 課題の追求 ・解決 思考力 ・判断力

d発 表の準備 仮説B 学 び方,技 能

→ 課題の追求 ・解決 思考力 ・判 断力

e野 外調査の発表 ・まとあ

→ 課題(学 習)の 発展

(本 時)

仮説A・ 仮 説B

[

{

学 び方,技 能 ・表

現,知 識 ・理 解

思 考 力 ・判 断 力

1 意欲

5



8本 時の指導案

(1)本 時の位置

プロセ スNa3(4時 間扱 い)「 野外調査の準備 とまとめ」の4時 間 目

(2)本 時の 目標

ア 課題 に対 して,地 域の特色 を多面 的に とらえた発表を行い,資 料 ・図表な どを使 って分

か りやす く発表す る能力を培 う。

イ 発表や質疑応答な どの学習活動を展 開 し,身 近な地域 に対 す る興味 ・関心を高あ,自 ら

進んで学ぼ うとす る意欲を高 ある。

ウ 課題 に対 して,各 班の発表 を聞 くと ともに自班の調査結果 と比較 し関連 させ るな どの主

体的 な学習活動を通 して,身 近 な地域 に対す る理解を一層深 あ させ る。 同時に,課 題解決

に迫 る ことによ り成就感 を得させ る。

(3)本 時の授業仮説

観察 や調査活動 の結 果を整理 して発表す る。 その 内容 として歴史的分野の指導 との関連 を

考慮 し,小 河 内 ダムの歴 史や地域 に残 る文化財 ・伝統行事 にっいて も含めて発表 させ るよ う

にす る。

生徒が何気な く日常生活を送 ってい る身近な地域 を対象 に,一 人一人の興味 ・関心を もと

に,学 習課題を見 いだ し,自 らその課題解決 に迫 ることによ り,学 ぶ意欲が高 ま り,ま た,

成就感が得 られれば,そ れ は学ぶ力 となるで あろう。

さ らに,生 徒の地域理解 やその見直 しは,「 地域 の 自然や文化 に誇 りを もち,大 切 にす る

生徒 」の育成 につ なが るで あろ う。

(4)本 時の展開

第1学 年 男子4名 女子3名 計7名

指 導 内 容 学 習 活 動
教師の支援及び指導上の留意

点(*)評 価の観点(#)

1発 表の仕方 ・聞 き方 ◎教師から発表の仕方と発表 *各 班 の発 表 を し っか り聞 き,

(3分) を聞 く際の心構え を聞 く。 自分の班 の調査結果 と比較 す

る こ との 大切 さ を 強調 す る。

*分 か りや す く,堂 々 と発表 す

るよ う に励 ま す。
一

2各 班 の発表 ◎ 発表 す る。 *発 表の手順は事 前に必要な範

(30分) 囲 で 援 助 して お く。

◎ 各班の発表を評価 して,個 *各 班の発表を ビデオで補 う。

人 カ ー ドに記 入 す る。 *各 班の発表 と自班の関連を さ

がす よ う喚起す る。

*発 表の よい点 を評価す る。

#資 料の活用法,表 現
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比較検討1
匿

◎発表 に対 しての質問や疑問 *で きるだ け自分の班の調査結

を ま とめ る。 果 に基づ いた発言をす るよ う

◎ 自分 の 班 の調 査 結 果 と比較 に うなが す 。1

検討する。1
r

1#思 考 力 ・判 断 力

質疑応答 ・意見交換 略齎問や意見を述穐 「+
1

◎質問に応 え る。

1*質 疑 に 応 答 で きた ことを 認
E
あ,ほ め る。

L#規 騎 力 ●判断力
3地 域の再発見 ◎各班の発表を聞いて,新 た*自 分の班 との関連 を中心 にま

(12分)
1に分 か

った こ とや 自分 の 班1と あ るよ う示 唆 す る。

の 発 表 の 反 省 点 を ま と め1

る。

*新 発 見 や 反 省点 の よ い点 を ほ
1 め
る。

*各 班の発表の関連 について指1

摘 す る 。1

◎新 しい発見や反省点を発表 ;*こ れ まで学習 した調査方法 や

す る。 ま とあ方 ・発 表 の 方 法 を,今

後 の学習 に生かす よ うに指導

す る 。

◎教師の まとめを聞 く。 #知 識 ・理 解,思 考 力 ・判 断 力

1表 現
1

4地 域調査の まとめ

(5分)

◎感想文を書 き,自 己評価 力1#関 心 ・意欲

一 ドを記入す る。i
I

(5)成 果 と課 題

生徒 は 自己評 価 カ ー ドの 中 に,「 授 業 が とて も楽 しか った …3,楽 しか った …3」 とあ る

よ う に意 欲 や 関 心 の 高 ま りを 示 して お り,ま た,全 員 が 「身近 な地 域 に っ いて,今 まで 知 ら

な か った新 しい 発 見 が あ りま した。 」 と,地 域 の 再 発 見 につ いて 高 く評 価 して い る。

一 方 で は
,自 分 の班 の 発 表(分 か りやす さ ・質 問 に対 す る回 答 な ど)に っ いて は,「 不 十

分 だ った …2」 と も答 え て い る。

今 後 の 課 題 と して は,模 造 紙 によ る作 品 提 示 を 中心 と した発 表 を,個 々の 生徒 の創 意 に応

じた ビデオ ・実 物 投 影 機 ・プ リン トな どを 活用 して,多 様 な発 表 ス タ イル に発 展 させ て い く

こ とや,各 自の 学 習 課 題 設 定 の 動機 に っ い て も発 表 させ た り,野 外 学 習 を終 えて の感 想 を 発

表 させ た りす るな ど,教 師 の 支 援 の 在 り方 を工 夫 す る必 要 が あ る。

本 時 の授 業 を 最 終 時 とす る 「身 近 な 地 域 」 の学 習 を終 えて,生 徒 は,身 近 な地 域 に対 して

の 関心 を深 め,自 ら進 ん で 学 ぼ う とす る意 欲 が 高 ま った と思 わ れ る。 また ,自 ら設定 した課

題 の解 決 に迫 る こと に よ り一 定 の 成 就 感 を 得 た と思 われ る。 以 上 の こ と は,新 た な学 習 課 題

へ の挑 戦 に っ なが るで あ ろ う。
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<検 証事例 ・その2>

1事 例名 買 い物 にお ける調査や実践を通 して,

一人一人の児童が 自ら学ぶカ を育 てる指導 の工夫

小学校 第6学 年 家庭

2単 元名 と単元 の 目標

(1)単 元名 「くら しと買い物 」

(2)単 元の 目標

ア 物を買 う場 合には,目 的を考え,計 画的に買 うことが大切であ ることが分か る。

イ 品質表示や各種マー クの意味を知 り,適 切 な品物が選べ る。

ウ 商品の見分 け方を知 り,品 質の良 い ものを選 ぼ うとす る態度 を身 に付 ける。

3単 元 を通 した授業仮説

(1)仮 説A

自分の住む地域 におけ る買い物 にっいて調査や実体験を通 した学習 を展 開す ることによ

り,地 域の実態や 自分た ちの生活ぶ りを認識 し,物 に対す る価値観や物 の質等,商 品に関

する知識や興味 ・関心が高 まるであろ う。また,よ りよい物を選ぼ うとす る態度を培 い,

学習 した知識 ・技能を実生活 に生か して いこうとい う意欲 にっ なが るだ ろう。

(2>仮 説B

自分の生活 におけ る金銭 の使 い方調べ や金銭収支表の作成,買 い物 カー ドの活用 などの

学習活動を工夫 し,グ ループによ る商 品の選 び方の考察や話 し合いや品質表 示 ・マー ク調

べなどの活動を展開す ることによ り,よ りよい物を選 び,買 うことがで きた喜 びや実感 を

感 じる ことがで きるであろ う。 そ して,そ の成就感 や達成感 により,児 童のよ りよい買い

物 や生活向上 にっ いての 自 ら学ぶ力が養われ るだろ う。

4地 域 の様子

市街化調整 区域 に指定 されて十数年間,他 地区か らの転入 など人 的交流が少な いためか,

独特の地域性が あ り,村 落共 同体 としての特性を もってい る。地域 内には商店の数 ・種類が

少な く,ま た点 在 してい る。 大店舗 ・専門店 は地域外 に行かなければな らないので,地 域住

民 は,車 やバ スな どによ る買い物 が多い。

5児 童の実態

本学 区は隣接す る市街地 と山で隔た った地域ではあるが,バ スや車で比較的簡単 に市街地

に出る ことがで きる。 児童 は買 い物を比較的多 く経験 してお り,買 い物 自体 も好 きであ る。

買 う物 に関 して も文房具 やおや つ,CD,本 ・雑誌 ・マ ンガなど小遣 い程度で買え る ものの

割合が多い。 しか し,中 には衣服 を 自分で買 うなど,お しゃれに気 を遣 うよ うになって きた

児童 もいる。児童の約8割 が地 域内に店 や品物の種類が少 ない とい う点で不便 さを感 じて い

る実態が ある。買 い物の経験が多 く買い物 によ く出か ける児童 ほど不便 さを感 じる傾 向が強

いよ うである。
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6教 師の願 い

(1)豊 かな 自然 を大いに学習の 中に取 り入れて いこうとい う実践 だけで な く,マ イナス的要素

の 日常生活上 の不便 さ,大 変さを学習の 中に取 り入れ てい くことによ り,自 分た ちの住む地

域の ことをよ く知 り,努 力 ・工夫 し,生 活を豊かに してい こうとい う前向 きな姿勢や態度 を

育ててい きたい。

(2)買 い物 とい う,日 常 的な内容 の学習 によって得た知識 ・技能を,積 極的 に日常生活で実践

して いけ る力を身に付 け させ たい。

7単 元の学習指 導計画 における仮説 と評価7時 間扱 い

学 習 活 動

第

1

次

第

2

次

第

3

次

第

4

次

評価 の主 な観点 「仮説

第1時

第1時

◎ 日常生活 にお ける買 い物 につ いての話 し合 い

*上 手 な買 い物 の仕方

*調 べ る商品の グループづ くり

(電 気製品 ・既製服 ・加工食品

生鮮食品 ・文房具 ・家庭用品)

◎商 品の買い方,選 び方 なとに関す る話 し合 い

*買 い方の工夫*選 択の視点

*各 種表示,マ ー ク 等

く課題 〉※家庭 における調査

第2時1◎ 調 査,話 し合 い の ま とめ

1*グ ル ー プ 内 に お け る,各 家 庭 で
1

⊥ ノ 麺 報告・話し合い

関心

思考力 ・判断力

意欲 ・協力

庭用品)
l
l

どに関す る話 し合 い 関心 知識 ・理解

の視点 資料活用力E

思考力 ・判断力
1

査 意欲!
-

1
知 識 ・理 解

　

還 講 究

仮

第3時1◎ グループ発表準備

i*発 表原稿

1時一
i

*資 料 づ く り(プ リ ン ト ・具体 物

◎ 学 習発 表 ① 〈本 時 〉

(電 気製 品 ・既 製 服 ・加 工 食 品)

*グ ル ー プ に よ る発 表

◎ 学 習 発 表②

(生 鮮 食 品 ・文 房 具 ・家 庭 用 品)

*グ ル ー プ に よ る発 表

資

物 等) 思

) 知

に関するま とめ 資

技

) 意

説

A

第2時

第1時

*発 表に関す るま とめ

知識 ・理解 協 カ1
　

資料活用力 ・表現!仮

思考力 ・判断 力1
説

知識 ・理解B

資料活用力1

技能 ・表現1

意欲 ・協力

◎ 買い物の計画を立て る

*調 理実習の材料の購入計画

※実践 は課外 による

知 識 ・理 解

思 考 力 ・判 断 力

意 欲 ・協 力

■
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8本 時 の 学 習 指 導

(1)本 時 の 位 置 第3次 第1時 ぐ学 習 発 表① ♪

(2)本 時 の 目標

ア 品 質 表 示 や マ ー クの 意 味 を 知 り,い ろ いろ な 商 品 の選 び方 が 分 か る。

イ 商 品 の 選 び方 を 知 り,品 質 の よ い もの を 選 ぼ う とす る態 度 を身 に付 け る。

ウ グル ー プで 協 力 し,分 か りや す く発 表 す る こ とが で き る。

(3)本 時 の 授 業 仮 説

家 庭 にお け る調 査 や 資 料 等 に よ り得 た各 種 表 示 や マ ー ク,選 び方 な どの 商 品 知 識 や グル ー

プ の考 え ・意 見 を 発 表 し,意 見 交 換 す る こと によ り,商 品 に対 す る価 値 観 や 理 解 を深 め る こ

とに な るで あ ろ う。 ま た,こ の こと は,今 後 の 買 い 物 の 実践 に お いて,学 ん だ こ とを 生か し

て い こ うと い う意 欲 ・態 度 に つ なが って い くで あ ろ う。

(4)ア 本 時 の 展 開

導

入

(

5

分

)

展

開

(

30

分

)

学 習 活 動 教 師の支援 ・指導上の留意点 評 価 の 項 目

(11発 表 の進 め 方 の 確

認

・順 番

・時 間

② 発 表 準 備

・各 グル ー プ ,発 表

の準 備 を行 う

(3)学 習 発 表 〈前 半 〉

・各 グル ー プ持 ち 時

間10分 で 発 表 を 行

う

・各 グル ー プ の 発 表

につ い て の 評 価 を

学 習 カ ー ドに記 録

す る

発 表 グル ー プ

・電 気 製 品 グ ル ープ

・既 製 服 グ ル ー プ

・加 工 食 品 グル ー プ

聞 く側

・各 グ ル ー プ の発 表

内容 に っ いて,学

習 カ ー ドに意 見 や

(1)・発 表 の 進 め方 を確 認 す る と と'

もに 発 表 を 聞 く側 の態 度 や 学

習 の 方 法 も知 らせ る

(2)・速 や か に準 備 で き るよ うあ ら

か じめ準 備 す る もの を ま とあ

て お くよ うにす る

・機 器 な ど は準 備 して お く

(1>・発 表 の 進 あ 方 や 聞 き

方 が 分 か って い る

(2)・協 力 して,速 や か に

発 表 の 準 備 を して い

る

(3)・分 担 した物 の 選 び 方 と比 較対R3)・ 聞 き手 に 資 料 や実 物

照 しな が ら発 表 を 聞 くよ うに

す る

・各 グル ー プ にで き るだ け実 物

を 用 意 させ てお き,そ れ らを

使 って説明す るよ うにす る1

・他 の グル ー プ の発 表 を聞 いて

い る時 は 必 要 に応 じて,メ モ

す る よ う に促 すi

・各 グル ー プの 発表 に っ いて の1

評 価 を 学 習 カー ドに記 録 して

い くよ うにす る

・発 表 時 間 が 短 い場合 は
,補 足1

説 明や 質 問 を 行 い,長 くな っ

た場 合 は,ま とめ や す くな る

よ う助 言 し調 節 す る

な どを提 示 しなが ら

分 か りや す く発 表 し

よ う と して い る

・グル ー プ 内 で 分担 し

協 力 して 発 表 して い

る

・調 べ た こ とや 自分 た

ちの 考 え な どを生 き

生 き と発 表 して い る

・分 か らな い こ とな ど

につ いて 進 ん で 質 問

しよ うと して い る

・発 表 を 聞 いて ,大 切

だ と思 うこ とを メモ

して い る
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ま

と

あ

(

10

分

)

質 問 ・発表 に お けi

る良 い 点

・買 い物 の経 験 な ど も参 考 に す1

壷 ∴Lる とよい・とをおさえ劉
(4)発 表 の ま とめ

●禦 灘 籏i

を行 う1

・発表内容の補足説1

明を聞 く1

・分 か った こ とや 気

付 い た こ と,考 え1
　

た ことな どを学 習1

カ ー ドに書 く

_一 一一_
1(4)・ 各 グ ル ー プ の 発 表 で,良 か っ
i
た点 を 児童 に挙 げ させ,最 後

に 総 評 ・助 言 を行 う

・商 品 を 選 ぶ 時 に ,各 種 表 示 や

マ ー クを 活 用 して い く大 切 さ1

に気 付 か せ る

・学 習 を通 して 学 ん だ ,買 い物1

に対 す る考 え や 態 度 を 中 心 に1

1書 か せ るよ うにす る

(4)・他 の グ ル ー プの 発 表

に つ いて 良 い点 に気

付 い て い る

・商 品 を選 ぶ と きに は

各種表示やマー クな

ど活用 して い く大切

さに気付 いて いる

・いろいろな商品の選

び方 について理解 し

てい る

イ 次時の展開(学 習発表②)

(1)学 習発表(生 鮮食品 ・文房具 ・家庭用品の3グ ループ)

(2)発 表のま とめ

※教 師の支援 ・指導 上の留意 点 ・評価の項 目は,前 時 と同 じ。

(3)次 時の課題 を知 る(一 食分の献 立の材料 の買 い物の計画を立て る)

※今回学習 した商品の選び方の知識を買い物 に大 いに活用す るよ うに促す。

(5)成 果 と課題

ア 授業 の評価 と児童の変容

・自作プ リン トの作成 や視聴覚機器 を使 った実物の提示など,各 グループは工夫を凝 ら しな

が ら多様な学習 発表をす ることがで きた。

・学習後,自 分の持 ち物 や身の回 りの物 について,表 示や各種マー クの確認す るなど物の品

質 に関 して一歩踏み込んだ見方を もつよ うにな った。

・買い物 とい う個入的 内容を もつ題材であ ったので,家 庭 にお ける買 い物調べな ど,取 り扱

いが難 しい点が あ った。

・もう少 し買い物 に関 する地域の実態 につ いて調べ,多 面 的に考察 させ る学習活動を取 り入

れて も良か った。

イ 今後の課 題

・物が豊 かな時代で比 較的簡単 に思 い通 りの物を手 にいれ ることがで きる児童 に,賢 い消費

者 と して商品知識を深めてい くと同時に,物 を大切 にす る心な どの心情面 も育てて い くこ

とも大切であ る。

・よ り良い ものを消費す るとい う立場か らだけで はな く,環 境面や健康安 全面等 いろいろな

視点か ら物を選んでいけ る力を育ててい く必要が ある。
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<検 証事例 ・その3>

1事 例名 ビデ オ レターや語 り部の話 を活用する ことによ り,

自らの課題 に主体的に取 り組 む指導の工夫

小学校 第2学 年 国語

2単 元名 と 目標

(1)単 元名 民話 「か さ こじぞ う」(檜 原村 に伝わ る民話)

(2)目 標

ア 民話の語 り口の楽 しさや登場 人物 の優 しさが分か り,民 話 に対す る興 味を もつ。

イ 民話 らしい語 り口を意識 して,感 情 を こめて音読す る。

ウ じいさまやばあ さまの行為にっいて,自 分 な りに感想を書 くことがで きるよ うにす る。

3単 元 を通 した授業仮説

(1)仮 説A

ア ビデオ レター とい う体験的 な活動 を展開す ることによ り,児 童の関心 ・意欲 も増 し,自

ら進んで詳 し く読 み取 ろ うとした り,工 夫 して音読 しよ うとした りす る意欲が高 まるであ

ろ う。

イ 檜原村 に伝わ る民話 とい う地域素材を活用 し,地 域の語 り部か ら直接民話 を聞 くとい う

体験 的な学習活動を展開す ることにより,児 童 の関心 ・意欲 も増 し,自 分が選んだ民話 を

詳 しく読み取 ろ うとす る意欲が高 まるであろ う。

(2)仮 説B

ア 工夫 して音読 す ることや ビデオ レターを活用 して読みを深 める とい う課題 に,主 体的に

取 り組む学 習活動を工 夫 し,児 童が 自分な りの工夫を取 り入れ て音読で きるよ うになった

り,い ろいろな考えを取 り入れなが ら読みを深 めることがで きるよ うにな った りす ること

によ り,成 就感が得 られ,自 ら学 ぶ力が養われ るで あろう。

イ 檜原村 に伝 わる民話 につ いての感想文を書 くという課題 に,主 体的に取 り組 む学習活動

を工夫 し,児 童が感想を十分 に膨 らませて,読 む人 によ く伝わ る感想文 を書け るよ うにな

ることによ り,成 就感が得 られ,自 ら学ぶ力が養われ るであろ う。

4地 域 の様子

数馬分校 は標 高686mに 位置 し,豊 かな 自然に囲まれ た学校で ある。全校児童 は17名,

一人の学 級 もあ る。国語,算 数,理 科,社 会 は単一学 年で授業を行 うが,音 楽,体 育,生 活

科,家 庭科な どは複数学 年が一緒 に授業 を行 ってい る。特 に,音 楽 と体育 は全校児童が一緒

に行 う授業があ る。学校の周 りには民宿が多 く,観 光 シーズ ンには多 くの観光客がや って く

るところで ある。

檜原村は,戦 国 時代の武田軍の子孫が隠れ住んだ とい う言 い伝えがあ る長 い歴 史を もつ村

であ る。分校が ある数馬地区 も 「兜作 り」 という古 い家屋が今で も残 ってい る。 「かさ こじ

ぞ う」の ビデオ撮 影の背 景に も使用 した。 この村に伝 わる数多 くの民話を語 り伝えてい る人

物が檜原村在住の藤原 ツジ子 さんである。今回 は 「か さこじぞ う」を学習 した後の発展 と し

て,民 話をい くっか話 していただいた。
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5児 童 の実態

男子1名 の授業が 多 く,興 味 ・関心が あることに時間をか けて取 り組 む ことがで きた り,

児童の個性やペースに合わせ た授業が展 開で きるとい う利点が ある。反面,周 囲か らの刺激

や競争がな く,自 己評価す ることがむず か しい。 また,相 談 相手が いないので,自 分の考え

を深め に くい とい うところ もあ る。

国語の学習 に関 しては,大 きな声で音読する ことがで き,練 習に時間をかければ滑 らか に

音読す ること もで きる。文章か ら要点や登場 人物の気持 ちを的確に読 み取 る ことがで きるが,

感想 や意見 を分か りやす く表現 しきれて いない。

6教 師 の願 い

(1)新 島小学校 の児童 と意見交換を しなが ら読みを深 める ことがで きるよ うにな ってほ しい。

② 自分の感 じた ことを人 に十分伝え られ るような感想文 を書 けるよ うにな って ほ しい。

(3)民 話 ら しい語 り口を意識 して音読で きるようにな ってほ しい。

(4)檜 原村に伝わ る民話 を通 じて,地 域 に対す る愛着が深ま って ほ しい。

7単 元の学習指導計画 における仮説 と評価

指 導 計 画 各段階における仮説 評 価 の 項 目

導 ① 民 話 「か さ こ じぞ う 」の

入 朗 読 テ ー プ を聞 く。

②③④通読 しなが ら,詳 し ・ビデオ レター の 作成 とい
『

・詳 し く読 み 取 ろ う とい う

く読 み 取 りを して い く。 う体験的活動を取 り入れ 意 欲 が 高 ま って い る。

る こ と によ り,詳 し く読

み 取 ろ うとす るだ ろ う。
本
⑤ ビデオ レターに感想 を録

画 す る。
文
⑥⑦⑧好 きな場面を選 び, ・ビデ オ レ ターの 作 成 とい ・自分 な りの 工 夫 を 取 り入

音読の練習をす る。 う体 験的活動を取 り入れ れて音読 しようという意
の

る こ とに よ り,工 夫 して 欲 が 高 ま って い る。

音 読 しよ う とす るだ ろ ・音 読の練習 に主体的 に取

取
う 。 り組 ん で い る。

り
(本 時)⑨ ビデオ レターに

音読 を録 画する。

・音 読 の 練 習 に主 体 的 に取

り組 む こ とに よ り,音 読

・成 就 感 を 感 じて い る。

を録画 した ときに成就感
扱

が 得 られ るだ ろ う。

※ ビデオ レターの交換
い
⑩⑪送 られて きた ビデオ レ ・自分 と違 う読み取 り方 や ・他 の 児 童 との や り取 りを

タ ーを 見 て,読 み を深 あ 音読の仕方を知 ることに 通 じて,積 極的に学んで

た り,音 読の工夫に気付 よ り,自 ら学 ぶ力 が 養 わ い る 。

い た りす る。 れ るで あろう。i
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⑫語り部が伝承する檜原村 ・檜原村に伝わ る民話 とい ・檜 原 村 に伝 わ る、民話 に興

の民 話 を 聞 く。 う地域素材に触れ,直 接 味 ・関 心 を も って い る。

⑬⑭⑮檜原村に伝わる民話 語 り部か ら民話 を聞 くと ・選んだ民話を詳 しく読 み

発 を一 っ選 び,詳 し く読 み い う体験的な学習活動 を 取 ろ う とい う意 欲 が あ

取 りなが ら,感 想文 を書 行 う こと に よ り,選 ん だ る 。

く。 手 紙 と して 語 り部 の 民話を詳 しく読み取 ろ う

人 に送 る。 とす るだ ろ う。

・自分の感想を十分 に膨 ら ・感 想 文 を書 くと い う課 題

展 ませ て,分 か りや す く書 に主体的 に取 り組んでい

く こ とに よ り,手 紙 に し る 。

て送 ったときに成就 感が ・手 紙 を 送 った と き に満 足

得 られ るだ ろ う。 して い る 。

8本 時の学習指導

(1)本 時の位置9時 間 目(本 文の取 り扱 いの8時 間 目)

(2)本 時の目標

ア 民話 らしい語 り口を意識 して,自 分 な りの工夫を取 り入れ た音読をす るようにする。

イ 音読 の練習の成果 を発揮 し,録 画 した後で成就感を感ず る ことがで きるようにす る。

(3)本 時の授業仮説

ア ビデオ レター とい う体験 的な活動 を展開 した ことによ り,自 分 な りの工夫を取 り入れて

音読 しよ うとい う意欲が 高まるで あろ う。

イ 音読 の練習 に主体 的に取 り組ん で きた ことにより,音 読 を録画 して 自分の思い通 りにで

きた とき,成 就感が得 られ るで あろ う。

(4)本 時の展開(児 童数 男子1名)

学 習 活 動 指導上の留意点 評 価 の 項 目

導

入

○ 自分が練 習 して きた音読

をテープで聞 く。

・前 回 の練 習 まで で よ く

な って き た と こ ろ は ど

こか を聞 く。

○ 自分が工夫 して きた こと

を振 り返 る。

・ど うい う工 夫 を して い

るの か を聞 く。

展

開

○音読の練習を録 画す る。 ・本 番 の っ も りで 行 う。 ・自分 な りの工 夫 を取 り入 れ

な が ら練 習 を して い る。

○再生 して見 る。 ・感 想 を 聞 く
。

○音読 して いるところを ビ

デオ レターに録 画す る。

・自信 を も って 音 読 で き

る よ うに支 援 す る。

・今 まで の練 習 の成 果 を 発 揮

して い る。
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発

展

○再生 して見 る。

○よか った場合 は,自 分の

練習の成果 を振 り返 る。

○納得がいかない場合 は,

どこに注意をすればよい

か考えて,も う一度録 画

す る。

・満 足 い く内 容 だ ったか'

ど うか を 聞 く。

・成 就 感 が もて るよ うに

ほ あ る。

・ビデオ レター の返 事 を

待 つ 気 持 ちを 高 め,今

後 の学 習 へ の 意 欲 を高

あ る。

・納 得 が いか な い理 由 を

聞 き,再 度 の 録 画 へ意

欲 が 高 ま る よ うに支援

す る。

』

・ 成

た

・再

こ

・改

組

・成 就 感 を 感 ず こ と が で き

・再 度 の 録 画 で 成就 感 を もっ

こ とが で きた 。

・改 善 へ の 意 欲 を も って取 り

組 ん で い る。

(5)成 果 と課題

ビデオ レターという体験的な活動は,児 童の関心 ・意欲を大 いに引き出 した。特 に音読で

は,新 島小学校の2年 生が見 ることをずいぶん意識 して,意 欲的に練習 に取 り組む ことがで

きた(仮 説Aの ア)。 また,分 校で はふだん聞 くことがで きない同学年 の児童の意見を聞 く

ことがで き,読 み を深 めるとい う課題 に も主体 的に取 り組む ことがで きた(仮 説Bの ア) 。

檜原村 の民話 を語 り部か ら直接聞 くとい う体 験的な活動 により,民 話 への親 しみが深 まり,

興味 ・関心 も高ま った(仮 説Aの イ)。 感想文 を書 くときには,手 紙 とい う形 をとったこと

によ り,感 想 を膨 らませて,分 か りやす く書 こうとす る姿勢が見 られ た(仮 説Bの イ)。

今回の授業 を通 して,成 就感 は十分 に得 られた。今後の授業や生活 の様 々な場面で,例 え

ば 「新 島小学校 の子供 だ った ら,ど う考え るかな あ。 」とい う発想が 出て くれば,そ れが 自

ら学ぶ力 とな ってい くで あろ う。

今回は新島小学校の 先生 や児童 に多大 な協力をいただいて ビデオ レターの交換 をす ること

がで きたが,児 童が さらに成長 して い くためには このよ うな実践を継続 す ることが必要であ

る。そのために,相 手 の学校 とどの よ うな協力体制 を作 って いけばよいのか,今 後の課題 と

して残 ってい る。
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<検 証事 例 ・その4>

1事 例名 地域 の開発に尽 くした先人 の学習を通 して,

一 人一人 の児童が地域 に目を向け,考 える力 をつ けるための指導の工夫

小学校 第4学 年 社 会

2単 元名 と目標

(1)単 元名 「郷土を開 く」 一新 町の開拓 一

(2)目 標

自分 たちが生活を営んでい る郷土 ・新町の開拓の様子を調べ ることによ り,江 戸初期,新

町開拓の 先頭 にた った,吉 野織部之助の計画的な村づ くりの様子を理解 し,自 分 たち と地域

とのかかわ りに気付 き,郷 土 を愛す る信条や地域社会の一員 と しての 自覚を高め ることがで

きる。

3単 元を通 した授業仮説

仮説A:新 町の開拓 とい う地域 素材 を用 い,聞 き取 り調 査活動等の体験的 な学習活動を展開

す ることによ り,児 童の興 味 ・関心が増 し,自 ら進 んで学 ぼ うとす る意欲が高 まる

で あろ う。

仮説B:青 梅新 町開拓 における人 々の生活の様 子や苦労,又,吉 野織部之助 の計画的 な村づ

くりについて調べ る とい う課題を解決す る活動を通 して,成 就 感が得 られ,自 ら学

ぶ 力が養 われ るで あろ う。

4地 域の様子

本校 は青梅市の東端 に位置 し埼玉県 との境 にあ る。 周囲には田や畑が点在 し,背 後 には七

国丘陵 とい った小高い山 々もあ り自然環境 にはたいへん恵 まれて いる。加治丘陵 と武蔵野 台

地 の間にあ り,霞 川 によ って形勢 され た沖積平野であ る。縄文期か ら先人が居住 し,中 世 に

は,今 井氏,藤 橋氏が居城 した。七 国峠,七 日市場の地名に往 時が偲ばれ る。

近年,農 業地域か ら住宅地へ と変貌 しっっある。本校 は,市 の16番 目の学校 と して開校

18年 目を迎え る。保護者,地 域住民 は,地 域の発展や教育に対 する関心や連帯感が極めて

旺盛である。 自分 たちの学校 という意識 も強 く,学 校教育に対 し大変協力的で ある。

5児 童 の様子

豊かな 自然環境 の もと,児 童 は伸び伸び と学校生活 を送 ってい る。 全校 児童数517名 で

あ る。児童は穏和 である。家庭の教育的関心 も高い。

しか し,自 分か ら主体 的に何 かをや ろうとい う意 欲に乏 しい面 もあ る。 これは学校規模 に

か かわ らず,今 の児童全般 に見 られ る傾 向であ るよ うに思われ る。

学級の児童 はた いへん明 る く,男 女 の仲 も良 い。授業での発言 は活発で,反 応は素晴 らし

い ものが ある。塾通 いや習い事(サ ッカー ・剣道 ・習字 ・ピア ノ)を す る児童 も多 く忙 しい

日々を送 って いる。

青梅に住んで いなが ら地域の 自然や歴史にっいて知 らない児童 も大変多 い。
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6教 師の願 い

(1)地 域 素材 を活用 し体験 的な学習活動を展開す ることによ り児童の興味 ・関心を増 し自ら学

ぼ うとす る意欲を高め させたい。

(2)郷 土青梅の学習によ り自分たちの住む郷土を愛す る心を子供 たちの 中に育て たい。

(3)地 域教材の学 習をす ることによ り地域 の活動 に主体的に参加 し,地 域発展の ための活動を

余暇を通 して行 ってい こうとす る態度を育てたい。

(4)児 童 は与え られ たことはや るが,自 分たちで問題 を見っ け出 し主体的に解決 して いこ うと

す るバ イタ リテ ィーはあま り見 られ ない。主体 的に学んで い く力を身に付け させる ことはへ

き地校,都 市部 の学校 を問わず今 日の教育課題 の一つであるよ うに思われ る。

7単 元 の指導計画 における仮説 と評価

指 導 計 画 各段階 におけ る仮説 評 価

新町を 開いた人 々の苦労や工夫を ス ラ イ ド ・写 真 を 使 用 し

調べ るための学習課題 をつかむ。 た こ とに よ り調 べ て み よ

う とす る意 欲 が 高 ま る。つ
i

玉川上水完成前に武蔵野台地

の西に新町が開かれていたが1

か それは どのあた りにだれ が作

った の だ ろ う。1 青梅街道昔調べの体験学

i

む ①航空写真を使 って開拓 当時の新町の

習を通 して学習へ の興味

関心が高 まるであろ う。 ①関心

様子 を予想す る。 i

②③④⑤青梅街道の昔調べをす る。
i②③④⑤意欲

1⑥ 見学 した ことを発表す る
。1 ⑥思考力

聞 き取 り学 習によ り地域 の開発 に 聞 き取 り学 習 とい う体 験 ⑦ 意 欲 ・思 考 力 ・

追 携わ った人 々の苦労 や吉野織部之 活動を通 して学習課題 に 判断

助の計画的 な村づ くりを理解す る。 対 して意欲を もって取 り

求

水のなか。た新町の人。は水を副

組 み,課 題 を 解決 しよ う

とす るで あ ろ う。

す るためにどん な努力を し,赤 土混

じりの風か ら家や畑を守 るために

る どん な工夫 を したのか。
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追

求

す

る

ま

と

め

る

⑦見学 して,発 見,疑 問 に思 った こと

を もとに学習課題 を作 り,自 分 たちの

予想 を考 える。

⑧舘 先生 の話 しを聞 く中で新町開拓 の

様 子,吉 野織部之助 の計画的な村づ く

りを理解 す る。(本 時)

⑨⑩ これ までの学 習を新聞 にま とめ工

夫 された村づ くりにつ いて感想を発表

す る。

舘先生 に話 しを聞 くとい

う体験を通 し興 味関心 を

増 し,自 ら進 んで学 ぼ う

とす る意欲が高ま るであ

ろ う。

⑧ 関 心 ・意 欲 ・態

度

新 町開拓 に携わ った人 々

の苦労 や工夫を理解す る

ことによ り自分た ちの住

む青 梅を さらに知 ろ うと

す る意欲が高まるで あろ

う。

麗
⑨⑩ 資料活用

矢識 ・理解

思考力

※舘先生…舘盛 光氏(元 青梅市教 育委 員長)は,長 年 にわた り青梅の郷土史 について研究 さ

れ,新 町の開拓 について詳 しい方で ある。

8本 時の学習指導

(1)本 時の位置8時 問 目

(2)本 時の 目標

舘先生か らの聞 き取 りを通 して,見 学だ けでは理 解で きなか ったことや新町開拓の概 要を

とらえ ることがで きる。

(3)本 時の授業仮説

ア 聞 き取 り学習 とい う体験 的な活動 を展開す ることによ り,学 習への興味 ・関心が増 し意

欲を もって学習 しよ うとす る態度が育 っで あろう。

イ 新町開拓 におけ る人々が どのよ うな苦労や村づ くりの工夫を したのか とい う課題を解決

す る活動 を通 して,成 就 感が得 られ,自 ら学ぶ力が養われ るであろ う。

(4)本 時の展開 第4学 年(男 子14名 女子17名)

導

入

学 習 活 動

前時 に出され た各班の学習課題を

発表 し,そ の課題 に対す る子供 た

ちの予想を発表す る。

・発表の仕方 と発表を聞 く際の心

構えを確認す る。

教 師 の 支 援 評 価

発表の仕方 や話 しの聞 き 課題 と自分た ちの予想

方の助言1を 確認す ることによ り,

1聞 き取 り学 習 に対 す る
　

黒 板 に各班 の 課題 と予 想1意 欲 を もって 取 り組 ん

[を 貼 る。 で い る。i
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開

ま

と

め

舘 先 生 か らお 話 を 聞 く。

・各 班 ご とに質 問 を す る
。

・質 疑 応 答

・新 た に疑 問 に思 っ た こ とや

聞 き た い こ とが あ れ ば 質 問

す る。

感 想 を 書 く。

1班 ～6班 の 順 番 で 発1ミ
表させ る。1

聞 き取 りカ ー ドの記 録 の

取 り方 にっ いて 助 言

1～6班 の 順 番 で 質 問 さ

せ る。

個人での発表を指示す る

興 味 ・関 心 を もって 聞

き取 り学 習 に参 加 で き

たか 。

聞き取 り学習 によ り課

題 を解決 し成就感が得

られ たか。

(5)成 果 と課 題

身近な地 域の素材 を利用 した授業で は子供た ちはた くさんの質問を した り興味を もって学

習 に取 り組 もうとす る。 地域 に住む人 々 も学習 には協力的で ある。今回の学習で は新町開拓

の苦労 や工 夫,吉 野織部之助 の計画的 な村づ くりを地区の見学 や地域 に住む人か らの聞 き取

り学習を取 り入 れ児童が地域 に関わ りを もて るよ うに計画 した。児童が 「地域 の発展 に尽 く

した人」を興味 ・関心 を もって学習 し具体的 に理 解 してい くために自分たちの郷土 ・青梅 を

舞台 に した教材は効果的で あ った。

青梅街道 昔調 べの見学で は友だ ち同士が教え合いなが ら学習す ることの楽 しさを知 り,予

想以上の発見があいついだ。又,見 学 にお ける新たな疑 問を もとに児童 は主体的に意欲 を も

って学習に取 り組 んでいた。

しか し・ 本校は新町か らか な り離れてお り,実 際 に現地に行 って調べ るとい う調査学習を

十分 に行 えない現状 もあ った。 その よ うな理 由か ら舘先生 を学校 に招 き,聞 き取 り学習 を計

画 したが,舘 先生か ら聞 き取 り学習 において も児童 自らが課題 を設定 し,そ の課題 を解決を

す るために主体的に取 り組ん でいた。 児童 は自 ら課題を見っけ,そ れを聞 き取 りとい う体験

学習を通 し解決 してい く中で成就感 を得て,自 ら学ぶ力が養われ た と思われ る。

児童は,見 た り,聞 いた りとい った具体的な活 動が大好 きで ある。地域素材を媒介 に,生

活を介 して学 ばせる と,児 童のエ ネル ギーは素晴 ら しい力 となってあ らわれて くる ことが分

か った・ この ことか らも身近 な地域教材の開発はぜひ とも必要であ るよ うに思 われ た。

又・今 回の授 業か ら,郷 土の知識 に詳 しい方 のお話 などを ビデオ に収録 し,ど の学校で も

それを使 い間接 的な体験学習が組め るよ うにデー ターバ ンク化 しお くこともこれか らの地域

学 習に とって大切 なことが分か った。
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<検 証事例 ・その5>

1事 例名 新島の砂浜の砂等を観察する体験 的な活動を通 して,

地 域の 自然 に関心 をもち,自 ら学ぶカを育 てる指導 の工夫

中学校 第3学 年 理科

2小 単元名 と目標

(1)小 単元名 「火をふ く大地J

(2)小 単元の 目標

ア 火山の形や火成 岩の特 徴に関心を もち,進 んで調べよ うとす る。

イ 火山の形を マグマの粘性か ら推論 した り,火 成岩の種類を組織 や成 分か ら推論 した りす

る。

ウ 砂 を観察 し,い くつかの特徴あ る粒(鉱 物)を 見 いだ したり,火 成 岩を観察 し,資 料 と

の比較 によ り分類 した りす る。

工 火成岩の種類や特 徴(組 織 や成分)を 説明で きるよ うにす る。

3小 単元を通 した授業 仮説

仮説A:大 島や新島の火山の形や砂浜の砂他の地域素材を用い,観 察等の体験的 な学習活動

を展開す ることによ り,生 徒の興味関心が増 し,自 ら進 んで学 ぼ うとす る意欲が高

まるで あろ う。

仮説B:島 によ って火山の形が違 うことや,新 島本村 と若郷で砂浜の砂の色が違 うこと等の

課題 を解決す る活動 を通 して,成 就感が得 られ,自 ら学ぶ力が養われ るであろ う。

4地 域の様子

新 島には定期船の港 のあ る本村地 区 と,そ こか ら8km北 にある若郷地区 との2つ の集落が

あ る。本村地 区にあ る砂浜(本 村前浜)と 若郷地区 にあ る砂浜(若 郷前浜)で は砂の色が ま

った く違 う。本村前浜 は白い砂浜であ り,若 郷前浜 は黒 い砂浜 であ る。 これ は,お のおのの

土地をつ くった火山が違 うためであ るといえ る。本村地区 は流紋岩質の火山(向 山)若 郷地

区 は玄武岩質 の火山(若 郷火山)に よる噴出物でで きた と言われてい る。

5生 徒の実態

海や山に囲まれ,自 然環境 に恵 まれて いる新島ではあるが,そ の環境が当た り前にな って

しまい,改 めて見なおす ことはあま りない といえ る。学校外の生活で は習 いごと(塾,柔 道

剣道,空 手,書 道な ど)や 屋内の遊 びが多 く,自 然 と接す る機会 は少 ない。

6教 師の願 い

普段改 めて見直す ことの少 ない新島の 自然を再認識 させ たい と思い,火 山の噴 火や噴 出物

について学ぶ 時に,新 島の火 山や岩石を題材 に して行 お うと考えた。 さ らに,学 校外の生活

時間が拡大 してい る今,積 極 的に新 島の 自然や文化 と接 して もらいたい。そ して,新 島の自

然 と接 した時 に新たな 目で 自然を見,自 然 に触れ ることがで きるよ うになって もらいたい と

思 って いる。
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7小 単元 学習指導計画 における仮説 と評価

学 ・マ グマの粘性の違 いか ら火山 の形 学 ・砂 ので き方 につ いて 知 る。

習 の 違 い が で き る こ とを学 ぶ 。 → 習1 ・新島本 村 と若郷で砂の色が違 うの

内 ・新島の火山が どのよ うに してで き 内iは,そ れ ぞれ をつ くっ た火 山 が 違
キ

容 たかを学ぶ。(第1時) 容 う こ と を 学 ぶ 。(第2時 ・本 時)1

『

仮 仮説A:大 島,新 島,神 津 島他 の 火 仮 仮説A:新 島本村の浜 の砂,若 郷の

山のVTR。 1浜 の 砂 。1

仮説B:な ぜ島によ って 火山の形が i仮 説B:な ぜ新島本村 と若郷 では砂

説 違 うの で あ ろ うか。 説 の色が違 うのであろ うか

一

評 ・新 島 の 自然 を あ らた あ て 見 る こ と 評 ・砂 の 色 の違 い を調 べ る調 べ 方 に気
1

に興 味 を も ったか 。 }付 い た か 。

・マ グマ の粘 性 に よ り火山 の 形 が 違 :・ 砂 の 色 が 違 うの は ,火 山噴 出物 の

価 う こ とを理 解 して い る か。
5価 鉱物が違 うこ とを理解 しているか

1

______

↓

学 習 内 容

i

・火成岩の組織 と成 分にi仮 説A:

つ い て学 ぶ 。

(第3時)

各 時 の 仮 説 各 時 の 評 価

・火成岩 を組織 と成分を

基準 に して分類 する。

(第4時)

新島本村及び若郷 レ 火成岩を進んで調べ たか・

で採れ る火成岩 ・火成岩の組織 と成分にっいて

抗 火石 理解 したか。

一 ド …

1一

仮説B:火 成岩 を観察 して1

6種 類に分類 しよ1

う。lI

・6種 類 の火成岩を分類 したか

・学習 して きた内容を整1仮 説B

i理 す る

。(第5時)1
…

:火 成 岩 につ いて の

質 問 に答 え よ う。

・質問(問 題)に 対 して適 切 に

答 え たか 。

8本 時 の学習指導

(1)本 時の位置

小単 元 「火をふ く大地」の2時 間 目

(2)本 時の 目標

ア 新 島本村 と若郷 の砂の違 いにっ いて進んで調べ る。
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イ 砂の色の違 いを調べ る方法 に気付 く。

ウ 砂ので き方や砂が違 うの は火山噴 出物が違 う等が分 かる。

(3)本 時の授業仮説

ア 新 島の本村 と若郷の砂を採 って きて観察す る等 の体験 的な学習活動を展開す ることによ

り,生 徒の興味 ・関心が増 し,自 ら進んで学ぼ うとす る意欲が高 まるであ ろう。

イ 新 島の本村 と若郷の砂の色が なぜ違 うか とい う課題 を解決す る活動を通 して,成 就感が

得 られ,自 ら学ぶ力が養わ れ るで あろ う。

(4)本 時の展開

☆教材,◆ ヒン ト,● ま とあ 第3学 年(男 子18名,女 子17名)

学習活動 ☆教材 教 師の支 援及 び留 意点 評価項 目

導 ・ビデ オ を 見 て ,砂 の 色 の ・本 村 の 浜 と若 郷 の 浜 のVTRを 見 せ , ・砂 の 色の 違

入 違 いに気付 き,疑 問 に思 砂の色の違 いに気付かせ る。 いに気付 き

5 う 。 ・同 じ新 島 とい う1っ の 島 なの にな ぜ 違 疑 問 を も っ

分 VTR う の か 。 疑 問 を もた せ る。

1
た か 。

【課題:本 村 の砂 の色 と若郷 の砂の色 はなぜ違 うのか】

・予想 を立 て ,プ リン トに ・机 間指 導 を しなが ら,色 々な見 方 か ら ・進 ん で 予 想

記 入 す る。 予想 した生 徒 を 指 名 し,発 表 させ る。 を立てたか

展 ・予 想 を 発表 す る。 ◆ な ぜ違 うか を調 べ るた め に は,ま ず ど

開 ☆プ リン ト1(予 想欄) のよ うに違 うかを明 らか にす る必 要性

1 が あ る。

考 【本村の白 い砂 と若郷の黒 い砂は どのよ うに違 うのか】 ・進 ん で 調 べ

え ・調 べ 方 を 考 え ,プ リ ン ト 1・ どの よ うに違 うのか 調 べ る調 べ 方 を 考 方 を考 えた

る に記 入 す る。 え させ る。 か 。

・有 色 の 砂 と無 色(白 ・透 ◆大 き く見れば白い砂 と黒 い砂で違 うが

15 明)の 砂 粒 に分 け,粒 の 共通す る粒 は何か?

分 色 や量の違 いを比べれ ば ◆砂 を白 く見せてい る粒 は どれか? ・砂 の 色 の違

よ い こ とに気 付 く。 ◆同 じ砂粒が あって も大 きく見 ると黒 や いを調べ る

・調 べ方 を 発 表 す る。 白にみえるの は何が違 うか らか? 調べ方 に気

☆ プ リン ト,(調 べ方 欄) 付 いた か 。

展 ・有色 と無色の砂粒 に分 け ・砂粒が大 きい本村前浜 と若郷前浜の砂 ・進 んで 砂 粒

開 る 。 を用 いて 行 う。 を分 け,プ

2 ☆ ピ ン セ ヅ ト,ル ー ペ,紙 ・1班 あ た り小 さ じ1杯 ぐ らいの 量 を 用 リン トを ま

観 ・分 けた砂の量の割合が お い て行 う。 とめ よ う と

察 よそ何対何か考 える。 ・1人1枚 の 紙 の 上 で 行 な わせ る。1 した か 。
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13

分

・岩 石 と鉱 物 にっ いて プ リ

ン トを 読 む 。

☆ プ リ ン ト2

・共通 す る砂 粒 が ,石 英 と長 石で あ る こ1・ 砂 粒 を 分 け

とに 気付 かせ る。

● 砂 を 白 く見せ て い るの は,石 英 で あ る

若 郷 の砂 に も石 英 が 含 まれ るが,そ の

量 が 違 い,全 体 の 色 が 違 って く る。

「なぜ本村 と若郷の砂で は含 まれ る鉱物の種類 や量が違 うのか」

(「砂 浜の砂 はどの よ うに してで きたのか」)

・演 示 実 験 を 見 る。

☆ 水 槽,シ ャー レ,茶 こ し

・水 で す す い で 残 った もの

を 班 ご と に観 察 す る。

・新 島 の 大 地 が 風 雨 に さ ら

され,削 られ,残 った も

の が 浜 の 砂 にな っ た こ と

に気 付 く。

☆ プ リ ン ト(ま と め欄)

〈教 師 の話 を聞 く 〉

・本 村 か ら採 って きた土 を水 で さ らい ,

茶 こ しで こ し,残 った ものが 本 村 の 浜

の 砂 で あ る こ と に 気 付 く よ う解 説 す

る。

● 砂 浜 の砂 は近 くの 土 が 風 雨 に さ らされ

て 流 れ 出て,海 の 波 に さ ら されて 残 っ

た もの で あ る。

● 本 村 と若郷 で は大 地 をつ くって い る土

が ま った く違 った もの で あ る。

・新 島 は 火 山で で きた 島で あ る の で火 山 の 噴 出物 で大 地 が で きて い る

・砂 が 違 う とい う こ とは ,火 山 が違 う こ とで あ る。

・噴 出物 が 違 う とい う こ と は,火 山 が違 うこ とで あ る。

・本 村 と若 郷 はそ れ ぞ れ 違 った 火 山 によ りで き た と いえ る。

い くっ か の

鉱 物 を 見 い

だ せ た か。

・進 ん で 観 察

しよ う と し

た か。

・新 島 の砂 浜

の砂 の で き

方 が 理 解 し

て い る。

・本 村 と若 郷

の 砂 の 色 が

違 うの は,

それ をっ く

って い る火

山 が違 う と

い う こ とが

分 か る。

(5)成 果 と課題

ア 授 業の評価 と生徒の変容

・本村 と若郷 の砂 の違 いについて,生 徒一人一人が様 々な予想 を立て ることがで きた。

・砂粒を分けた り,い くっかの鉱物 を見いだ した りす ることを進んで行な うことがで きた。

・予想を班 ごとに話 し合わせ るな ど して深 く考え させた り,実 際の結果 との違いを明確 に

させた りす る時間を とるべ きだ った。

イ まとめ と課題

・自 らの手で採 って きた砂を教材 に使 うことによ り,関 心が高 まり,進 ん で学習で きた と

いえ る。(仮 説Aは 立証 された)

・課題のね らいはよか ったが,予 想や調べ方の話 し合いに もっと時間をかけるべ きであ っ

た。 さ らに教材提示等を工夫改善 し,課 題解決 を行なえば,よ り成就 感が得 られた と思

われ る。 この課題 は2時 間扱 いが適 当であ った。(仮 説Bは 立証 され る可能性が高 い)

・一人一人が 自 ら学ぶ力を高 めるためには,予 想 した り,調 べ方を考えた りする活動を重

視す る必 要が ある。 それが学校外で 自然 に触れた とき,い ろいろな見方がで き,自 ら働

きかける力へ とつ なが る と思 われ る。
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VI研 究のまとめと今後 の課題

本研究部会 では,地 域の特性,児 童 ・生徒の実態 等にっ いて共通理解を図 った上で,研 究主

題を 「体験 的な活動 を生か し,一 人一人の児童 ・生徒が 自 ら学ぶ力を育て る指導の工 夫」 とし

た。そ こで,研 究主題 に迫 るたあに次の2っ の仮説 を設定 した。

<仮 説A>地 域素材や身近 な素材を活用 し,体 験 的な学習活動を展開す ることによ り,児 童

・生徒の興味 ・関心 も増 し,自 ら進んで学 ぼ うとす る意欲が高ま るであろ う。

<仮 説B>主 体的 に課題 に取 り組む学習活動 を工夫 し,児 童 ・生徒が 自ら課題 を解決す る こ

とにより,成 就感が得 られ,自 ら学ぶ力が養われ るであろ う。

上記仮説 に基づ いて,検 証授業を行 った。 その結果,次 の成果を得 ることがで きた。

1研 究 の 成 果 につ いて

(1)生 徒 の 自 己評 価 カ ー ドの 中 に 「授 業 が とて も楽 しか った ・ ・」 とあ る よ うに意 欲 や 関 心 の

高 ま りを示 して お り,地 域 の 再 発 見 に つ い て 高 く評 価 して い る。(検 証 事 例1・ 中1社 会)

(2)自 作 プ リ ン トの 作 成 や 視 聴 覚 機 器 を 使 った実 物 の 提 示 な ど,各 グル ー プが 創 意 工 夫 を 凝 ら

しなが ら多 様 な学 習 発 表 が で きた。(検 証 事 例2・ 小6家 庭)

〔3)ビ デ オ レタ ー と い う体 験 的 な 活 動 は,児 童 の 興 味 ・関 心 を 大 い に 引 き出 した。 また ,分 校

で はふ だ ん 聞 くこ とが で きな い 同学 年 の 児童 の 意 見 を 聞 くこ とが で き,読 み を深 め る とい う

課 題 に も主 体 的 に取 り組 む こ とが で きた。(検 証 事 例3・ 小2国 語)

(4)「 地 域 の 発 展 に尽 く した人 」 で は,自 分達 の 郷 土 ・青 梅 を 舞 台 に した教 材 は効 果 的 で あ っ

た。 実 際 に現 地 に行 って 調 べ る とい う調 査活 動 を 十 分 に行 え な い現 状 もあ っ たが ,児 童 は,

自 ら課 題 を 見 っ け,そ れ を 聞 き取 り とい う体 験 学 習 を 通 し解 決 して 行 く中で,成 就 感 を 得 て,

自 ら学 ぶ 力 が 養 わ れ た 。(検 証 事 例4・ 小4社 会)

(5>自 ら手 で 探 って きた 砂 を 教 材 に使 う こ とに よ り,関 心 ・意 欲が 高 ま り,進 ん で 学 習 で きた

と言 え る。(検 証 事 例5・ 中3理 科)

研 究 の 結 果,検 証 事 例 を通 して も分 か るよ うに,児 童 ・生 徒 は 「体 験 的 な 学 習 」 一問 題解 決

的 な学 習 」 を 展 開 す る こ とに よ り,自 ら学 ぶ 力 を 培 う こ とが で き た。

2今 後 の 課題 に つ い て

(1)個 々の 生徒 の創 意 を 生 か した ビデ オ,実 物投 影機 ,プ リン トな どを 活 用 して,多 様 な発 表

ス タイ ル に発 展 させ る た めの 教 師 の 支 援 の 在 り方 を さ らに工 夫 す る必 要 が あ る。

(2)予 想 した り,調 べ 方 を 考え た りす る活 動 を 重 視 す る必 要 が あ る。 そ れ が学 校 外 で 自然 に触

れ た と き,い ろ い ろ な 見方 が で き,自 らに働 きか け る力 へ とっ な が るで あ ろ う。

(3)ビ デ オ レター の実 践 に っ いて は,一 層 の 成 果 を 挙 げ る ため に ,ビ デ オ レ ターの 交 換 を 継 続

して い くこ とが必 要 で あ る。 その た め に相手 の学 校 とど うい う体 制 を作 って い けば よ いの か

を 工 夫 す る必 要 が あ る。

(4)郷 土 に詳 しい方 の 話 な どを ビデ オ 等 に収 録 し,ど の 学 校 で もそれ を使 い 間接 的 な 体 験 学 習

が組 あ る よ うに デ ー タ ーバ ンク化 す る こ とを更 に研 究 す る必 要が あ る。
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